
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

報道関係者各位   

令和７年 11月 4日 
 

文京学院大学が日本語教員養成機関として正式登録 
総合大学の強みを活かし、地域と世界をつなぐ日本語教育を推進へ 

 
文京学院大学（学長：福井勉）は、文部科学省より「令和７年度１回目登録実践研修機関及び登録日本語教員

養成機関」として登録されました。本学は「自立と共生」を建学の精神に掲げ、専門性と教養性を兼ね備え

た人材育成に取り組んできました。2026年度より、日本語教育の専門知識と実践力を備えた、地域社会と

国際社会で活躍できる日本語教員の養成を開始します。 

 

文京学院大学の日本語教員養成の特色                              ・              
 本学は、外国語学部/経営学部/人間学部/保健医療技術学部/ヒューマン・データサイエンス学部（2026年４月開

設）/大学院を有する総合大学です。このたび、「令和７年度１回目登録実践研修機関及び登録日本語教員養成機

関」として正式に文部科学省に登録され、2026年４月より、全学部生対象の「登録日本語教員養成プログラム」を開設

し、日本語教育の理論と実践を体系的に学ぶプログラムを提供します。 

 本課程は、本学の建学の精神「自立と共生」の理念のもと、多文化共生社会の実現に貢献できる日本語教

員を養成することを目的とし、学生の語学力向上のための教育機関である文京語学教育研究センター

（Bunkyo Language Education Center: BLEC）を中心に運営していきます。教育内容は「地域・文化・社

会」「言語と社会」「言語と心理」「言語と教育」「言語」の５分野で構成され、「日本語教育の参照枠」に基づ

いた体系的なカリキュラムを整備しています。本養成課程では、日本語教員としての基本的な知識・技能・

態度を科目を通じて身につけるとともに、事前・事後学修や留学生支援などの実践を通じて、学び続ける姿

勢や学習者に寄り添う姿勢を養います。医療・福祉・教育など多様な分野とも連携し、言葉を通じて人と人

をつなぐ力を育むことで、専門性と教養性を兼ね備えた日本語教員を育成します。 

 さらに、本学が長年培ってきた国際連携教育の実績を活かし、国内外での日本語教育実践研修を実施しま

す。韓国やインドネシアの提携大学(予定)における海外教育機関での実習や、正規留学生及び海外協定校や

海外大学日本校から受け入れる留学生対象の本学キャンパス内での国内実践、さらには文京区・ふじみ野市

における地域連携型の活動を通じて、理論と実践を結びつけた学びを展開します。修了者は日本語教員試験

の基礎試験が免除され、応用試験に合格することで「登録日本語教員」として登録が可能となります。教育

機関のみならず、医療・福祉・児童教育など多様な現場での日本語教育への貢献が期待されます。 

 本学は、地域と世界をつなぐ日本語教育の拠点として、教職員一人ひとりの専門性を活かし、共生社会の実現に向

けた人材育成を推進します。 

 

文京学院大学登録日本語教員養成プログラム年次進行予定(必修科目及び選択必修科目のみを記載) 

年次 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

《社会・文化・地域》 ★日本語教育概論   

日本語教員 

試験受験 

《言語と社会》 

 ★社会言語学 

★異文化コミュニケー

ション/コミュニケー

ション社会学 

 

《言語と心理》  ★言語心理学  

《言語と教育》  ★日本語教育法入門  

《言語》 ★日本語学概論  ★対照言語学 

実践研修      ★日本語教育実践（国外/国内） 

専門性 各学部・学科における学修 

 

共に育つ、わくわく悩む 


